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体験 に学 ぶ精神科 デイケア実習の意義
三 原 亜矢巳 ・多喜田 恵 子
要 約
精神看護学実習では、 リハ ビリテーション看護の理解を深めるために、病棟実習に加えて2日 間の精神科デイ
ケア実習を行なっている。本研究 は、精神科デイケアでの体験学習の意義を明 らかにすることを目的に、学生の
レポ一 トか ら精神科 デイケアで学生が どのような体験 をしたのか、 またその体験をとおして何を感 じ、考えたの
かについて分析 した。
その結果、①精神科デイケア実習で学生は、 メンバーやスタッフの様子を見る、聞 くといった観察体験と、 メ






1は じ め に
精神看護学実習は、従来の入院患者のケアを中心 とし
た実習か ら、入院か ら地域生活 にわたる幅の広 い援助を
学ぶ方向に移行 しつつある。 これは、精神障害者を単に
心を病む人 としてとらえるだけではな く、個人の ライフ










を、デイケア利用者(以 下 メンバー)の 一員として体験
して くるよう学生に伝えている。精神科デイケアでは、
看護者が援助プログラムを作成するのではな く、メンバー











メージが実習を通 して変化 した1,2)や、不安を抱えなが ら
も対象 とかかわ ることで信頼関係が形成 した3)、プロセ
ス レコー ドを用 いることで対象を全人的にとしてとらえ
ることができた4)、対象 とかかわることで自己変容への
きっかけをつかんだ5)などの学生 と患者との対人関係 に
関するものが多 く報告 されている。 また、学習体験 を振

















Ⅱ　研 究 方 法
1.研究対象
N看護短期大学部3年 生のうち、2日 間の精神科デイ
ケア実習を行 なった37名が提出 した2日 分の レポー ト
(800～1200字程度の自由記載 ・1日1部)で 、研究の資




従事 し精神看護学実習指導経験のある3名 で抽出 しKJ
法9)を用いてカー ド化 し分析 した。 カー ド化 にあたって
は、 まず研究者が別々に実習 レポー トを熟読 し、学生が
メンバーの一員 として体験 した場面 とその時に感 じたこ
とや考えたこと(例 えば、場面:メ ンバーと一緒に料理





カー ドの分析は、まず精神科 デイケアで体験 した場面
であるかどうか、また体験をとお して感 じたことや考え








境か ら影響をうけたことなどを文章化 した ものを、大カ
テゴ リーとした。
精神科 デイケア実習で感 じたことや考えたことの分析















1。精 神科 デイケ ア実 習 にお ける学 生の体験 場面
精神 科 デイケ ア実習 で の学 習体験 場面 を分 類 した結 果
は、表1に 示 す とお りで あ った。基 礎 デー タは34の小 カ
テ ゴ リーにま とめ られ た。 小 カテ ゴ リーか ら導 き出 され
た 中カ テゴ リーは8分 類 であ った。 さ らに中 カテ ゴ リー
は3つ の大 カ テゴ リー にま とめ られた。
最 も多 か った 【メ ンバ ーや スタ ッフの様子 を見 る ・聞
く】 とい う体 験 は、学 生 が精神科 デ イケアに参加 す るな
か で様 々な場 面 に遭遇 し、 そ の様 子を客観 的 に見 た り、
聞 い た りす るとい う体験 であ る。 具体的 に は、 メ ンバ ー
の レク リエ ー ション活動 の様子 や精神科 デ イケアでの過
ごし方 をそば に見 て いた とい う体 験の ほか、 メ ンバ ーか
ら病気 や家族の ことを打ち明 けられた、 あるいはメンバ ー
同士 の会 話の 内容 を聞 いた とい う体験 であ った。 また、
ス タッフが メ ンバ ー とどのよ うに接 してい るのかを見 た、
ス タ ッフか ら活動 の経過 や活動 内容 につ いての説明 を聞
い たなど、 ス タッフとメ ンバ ー とのかかわ りの場面 を見
た ・聞 い たとい う体験 も含 まれて いた。
2つ め の 【メ ンバ 一 の一 員 と して 参 加す る ・かか わ
る】 とい う体験 は、学生が メ ンバーの一員 と して参加 し、
メ ンバ ーとの問で何 らか の直接的 なかか わ りやや りとり
が あ ったとい う体験 であ る。 具体 的 には、 メ ンバ ーか ら
声 をか けて もら った、 メ ンバ ーに対 して学 生が 自分 か ら
何気 な く話 しか けた とい うよ うなかか わ りや、 また メ ン
バ ー と自然 に接す ることので きた、 さ らに はメ ンバ ーと
共 に ゲー ムや ス ポーツ を行 った、 コラー ジュ療法 やSST
(Social　Skills　Training)などのデ イケ ア ・プ ログラム
を一緒 に行 った とい う体 験が含 まれ てい た。
3つ めの 【デイケ ア環 境 に触 れ る】 とい う体 験 は、学
生 が メ ンバ ーやス タ ッフとか かわ る とい った直接的 な体
験で はな いが、 デイケア とい う場所 に いた ことや デイケ
アの雰 囲気 に触れ た ことによ って感 じた体験 で ある。 精
神科 デ イケアで いつ体 験 したのか、 またどの場面 か らそ
う感 じたのは明 らかではないが、精神科デイケアの印象
や雰囲気を感 じとった漠然とした記述内容であった。ま
た、 デイケア ・ルーム全体を見渡 して、貼 ってある運動
会のポスターを見ることによって治療環境に触れるといっ
た記述内容であった。
2.体 験 をとお して感 じた こと ・考 えた こと
学 習体験場 面 を とお して感 じた こ とや考 えた こ とは、
表2に 示す とお り、34の小 カ テ ゴ リー は分類 され た。 ま
た 中カ テゴ リーは12に分類 され、 中 カテ ゴ リー は6の 大
カ テ ゴ リーに まとめ られ た。














【メンバーの理解】 とは、メ ンバー個人のその人 らし
さの気づ きや、メ ンバーの生活の しづ らさなど、障害を
持ちなが らも地域で生活を しているメンバーを、ひ とり
の人 として理解 しようとした記述である。主な内容 とし
ては、メンバーは自分たちと同 じであったというような






メ ンバーに与える影響の強さ、就労 した くてもで きない
など、メンバーの悩みや地域で生活す ることの大変 さを
感 じた内容があった。
【自己の振 り返 り】は、学生 自身が自分のかかわり方
や自分の気持ちに目を向けたものである。具体的には、
デイケアに参加 して楽 しかった ・過 ごしやすか ったといっ
た学生 自身の感情や自己の価値観に気がついたといった
もののほか、人 と人とのかかわりの中で自分の思いを伝
えることの大切 さや、逆に話を しな くて も何かをともに
行 うことでその人に近づ くことができるなど自分 自身の
あ り方 につ いて、 メ ンバ ーをかか わ りの中 で気づ いて い
た。
【メ ンバ ー ・スタ ッフ関係 】 は、精 神科 デイ ケアにお
けるス タ ッフの役 割や、 ス タッフと メ ンバ ー との関係 性
に目を向 けた もので ある。 デイ ケアでは グルー プ活動 を
中心 に働 きか けを行 ってい るが、単 に集団で活 動す るだ
けで な くメ ンバ ー一 人一 人 の目的 を知 った上 で働 きか け
るこ とが必要 で ある、 ス タ ッフはメ ンバ ーを客 観的 にみ
て いる、 あ るい は、 メ ンバ ーの視点 でプ ログ ラムの活動
の効果 を図 るな ど、 ス タッフのかか わ り方や役割 、 また
スタ ッフとメ ンバ ー は常 に対等 で あ り、 信頼関係 で結 ば
れて い るとい った内容で あ った。
【治療 環境 】 は、入 院病 棟 との違 いについて感 じた こ
と内容 であ った。精神 科 デ イケアの メ ンバ ーは入 院患 者
よ り前 向 きな姿勢 を もち活動 的 であ ると捉 えて い る。 ま
た、 スタ ッフのかかわ りにつ いて も、病棟 では看護 ス タッ
フの主導 に よる援 助活 動が行 わ れ ることが 多 いが、 精神
デイケアで はメ ンバ ーが主体で あ り、ス タッフはメ ンバ ー
が活 動 しやす いよ うに支え て いたな どの治療 環境 での違
いを感 じる内容 であ った。 【その他 】 には、 メ ンバ ーの
人数 に対 して場所 が狭 い、 デイ ケアに来て も何 もしな い
メ ンバ ーが い る、 自主性 を持 たせす ぎで はないか な ど、
デイケ ア環境 の改善 点 やプ ログラム活 動 に対 す る意見 で
あ った。
3.体験場面と感 じたこと ・考えたことのつなが り
抽出された大カテゴリーについて、体験場面別 に感 じ
たこと ・考えたことの比率を調べた結果、図1の とお り
であった。 【メンバーやスタッフの様子を見る ・聞 く】
とい う体験 は、その約半数が 【デイケアの意義】に結び
ついていた。 また、 【メンバーの一員 として参加する ・





聞 く】 という体験 では、全体の2割が 【セルフヘルプの
効果】に結びつ き、次いで 【スタッフの役割】 に関連 し
ていた。一方、 【メンバーの一員 として参加する ・かか
わる】 という体験 は、約2割が 【メ ンバーのその人ら し

















今何が起 こっているのかを観察す ることによる学習 と考




その都度感 じたり、考えた りしたことの意味を 「ああ、
そうなんだ」 と実感で きた ものと考える。
スタッフか ら説明を受 けたり、文献か ら知識を得 るこ
とも重要な学習活動であるが、学生の感性や感覚をつかっ
た学習活動は、新たな知的発見を もたらすといえる。体






















きを もた らしていったといえる。講義で学習 した内容 と
自分の体験をつなぎあわせることで、「わか った」 と納
得で きたのではないかと思われる。つまり、学生は自分





フの様子を観察するとい う体験のほかにメ ンバーに声 を
かけて もらう、 メンバーとともに精神科デイケアの様々
なプログラムに直接的に参加するという体験を していた。
観察 という体験が傍観者 として五感を使 って行なわれ
るのに対 して、直接かかわるという体験 は、学生がメン
バーの一員 として主体的 に行動する、 メンバーと話 し合
う、 メンバーとともに行動す るなど、 メンバ ーとの協同
および相互作用から生 じる体験である。メンバーの一員
として相手を理解す るため にかかわろ うと努力する学生
の姿勢を窺い知 ることがで きる。学生が メンバーに関心
を寄せ、積極的にかかわ ることでメンバ ーとの間に相互




メ ンバーのその人 らしさをより深 く理解することにつな
が り、 自分の気持ちを吟味 しつつ対人関係のあり方を振
り返 る機会にな っていたと考える。「看護者 として何か
を しなくてはと焦 っていたら、メンバーが教えてくれた」
「緊張 していたらメンバーが励 ましてくれた」、「メンバー
の笑顔で気持ちが軽 くなった」 など、 メンバーに助 けら
れるという体験を通 して、人 と人 との自然なかかわりの
大切 さや人の優 しさを感 じていった。 メンバーとの相互
















惑 ったようである。 しか し、メンバーの様子を見 たり、
メンバーに声をかけて もらったり、様々なデイケア ・プ
ログラムに参加することで自然にメンバーの中に自然に

















しく人間である」12)とい う、看護を行 う上で最 も重要な
ことをメ ンバーか ら教えてもらう機会を得 たのである。
また、メ ンバーの一員 としてグループ活動 に参加するこ
とで、病棟での看護婦 と患者の関係の中では見 られない
ようなグループ ・ダイナ ミクスやセルフヘルプの活動を









ンバーの一員 としてその中に入 ることにより、学生 も自













あ りのままに受け止 め、学生自身が体験 したことを自然
に振 り返 ることができるように支援 していくことである。
教員 との自然なかかわ りの中で、学生自身が体験を意味





精神科デイケア実習 において記載 されたレポー トを分
析 し、精神科デイケア実習において学生がどのような体













3.メ ンバーやスタッフの様子を見 る、聞 くといった
体験 は精神科デイケアの目的や必要性についての理
解のほかに、メンバーの一員 としてかかわる体験 は
















最後に、研究にご協力 くださった学生の皆 さん、な ら
びに名古屋市立大学看護学部奥村太志先生に深 く感謝い
たします。なお、 この論文は日本看護学教育学会第11回
学術集会で発表 した ものを一部加筆 ・修正 しました。
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                                      Abstract 
 A two-day training course in psychiatric day care, in addition to psychiatric nursing practice on the 
ward, was applied to students to strengthen understanding of rehabilitation nursing . In the present inves-
tigation, we attempted to clarify the  usefulness of practical hands-on experience in practice for psychiatric 
day care by analyzing their term papers after the end of the practice program. 
 The results were as follows: 1. Students who underwent the psychiatric day care practice had firsthand 
opportunities to hear from patients and staffs, and to acquire hands-on training as one of the members. 2. 
Through be having together with faculty members, students understood the objectives and necessity of the 
psychiatric day care, and also learned a better relationship between faculty members and staffs. 
 This program may afford to students many important experiences that they recognize and respect human 
 individuality and understand the life of a person with psychiatric problems in the community. 
Key words: psychiatric nursing practicum, psychiatric day care, learning by experience
